
公的年金受給者の多くの方は、町・県民税を納付書や口座振替で納める普通

徴収により納めてもらっています。２１年１０月からは、６５歳以上の方の公

的年金にかかる町・県民税を年金から差し引きする特別徴収制度が始まります。 

 

◎対象になる方 

４月１日現在、６５歳以上の公的年金受給者で、前年中の年金所得にかかる個人住

民税の納税義務のある方 

◎対象にならない方 

   ・当該年度分の公的年金給付の年額が１８万円未満の方 

   ・介護保険料が特別徴収されていない方 

   ・当該年度の特別徴収額が公的年金給付の年額を超える方 

◎新たな税金の負担は生じません 

    町・県民税の公的年金からの特別徴収は、社会保険庁などの「年金保険者」が町に

直接納める納税方法に変更するだけで、新たな税金の負担は生じません。 

 

 納 税 方 法 

給与所得やその他の所得にかかる税金 納付書や口座振替、給与から差し引き 

公的年金所得にかかる税金 公的年金から差し引き 

◎納付方法 

 

 



◎徴収方法 

 


